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津軽人は下北 (0.16) にもっとも近似し，乙れに次ぐものは混血アイヌ (0.34) であり，とくに体
部 (0.22) ，顔部 (0.23) が類似している。津軽人と畿内人 (0.56) との隔たりは，津軽人と純アイ
ヌ (0.57) との隔たりに近く，特に頭部において，はなはだしい。
下北人を基準とした偏差化も津軽人におおむね一致する。
混血アイヌは純アイヌ (0.28) ，下北人 (0.31) ，津軽人 (0.34) に少差をもって類似し，畿内人
(0.70) とは離れている。
純アイヌを基準とすれば，混血アイヌ (0.28) ，下北人 (0.55)，津軽人 (0.56) ，畿内人 (0.95)
の!煩となる口
畿内人はむしろ朝鮮人 (0.44) に接し，下北人 (0.51) ，津軽人 (0.56) がこれに次ぎ，純アイヌ
(0.93) とはもっとも離れている。
〔結論〕
1958-1963年，津軽，下北地区において形質人類学的調査を行ない，アイヌとの関連を追究した白
津軽，下北地区内では地域差は少なく，それぞれに共通の特性を示し，互いに近似している口
津軽人と下北人の諸形質を総合すれば，両者間の偏差比にきわめて小さく，類似度が高い。
津軽・下北人の諸形質は， 日本人のうちでは東北・裏日本型に属し，畿内人よりは混血アイヌに接
近し，アイヌが東北日本人の構成に関与することを示唆している口
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論文の審査結果の要旨
この研究は東北地方のうち，津軽，下北地区の形質人類学的調査成果(1958--63) であり，津軽，
下北地区の特性，地区内の地域差を追究し，さらにアイヌとの関連を検討したものである口
津軽・下北地区内では地域差は少なく，それぞれには共通の特性を示し互いに近似している白津軽
人と下北人の諸形質を総合すれば，両者間の偏差比はきわめて小さく，類似度が高い。
津軽・下北人の身長は日本人としては長身長の部類に入り， 比下肢長は大きく， 比躯幹長は小さ
い口比肩蜂巾，比骨盤巾はともにすぐれている。頭長は日本人としては著しく大きいが，頭巾も大き
いから，頭長巾指数は中頭の上限に位している。頭耳高はやや低く，頭長高指数，頭巾高指数はとも
に小さい。顔部では，頬骨弓巾が大きいので，顔面指数は小さい。
津軽・下北人の諸形質は，日本人のうちでは東北・裏目:本型に属し，畿内人よりは混血アイヌに接
近し，アイヌが，東北人の構成に関与することが示唆している。
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